別記第19号様式（第18条関係）
令和８年度（2026年度）水俣病公式確認70年地域提案事業補助金調書
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（注Ⅰ）１．間接補助事業者が市町村の場合、本様式を作成すること。


　２．「市町村」の「科目」は、歳入にあっては、款、項、目及び節を、歳出にあっては、款、項及び目をそれぞれ記載すること。


　３．「予算現額」は、歳入にあっては、当初予算額、補正予算額の区分を、歳出にあっては、当初予算額、補正予算額、予備費支出額、流用増減額等

の区分を明らかにして記載すること。



　４．「備考」は、参考となるべき事項を適宜記載すること。









　５．補助事業費の市町村の歳入の「科目」に「前年度繰越金」を掲げる場合は、その「予算現額」及び「収入済額」の数字の下欄に国庫補助金額を

　内書（　　）をもって付記すること。

（注Ⅱ）請負契約その他の契約を締結したときは①予定価格見積調書又はこれに代わるべき書類、②競争公告又はこれに代わるべき書類、③入札書及び入札経過調書又はこれに代わるべき書類、④契約書又はこれに代わるべき書類（工事請負契約書には該当工事の仕様書及び見積明細書を添付しておくものとする。）等の関係書類を５年間整理保存しておくものとする。
